
取扱説明書
ホームシアターオーディオシステム

品番　SC-HTR500

RQTV0253-2S

●  取扱説明書をよくお読みのうえ、正しく安全にお使いください。
ご使用前に「安全上のご注意」（ 35 ～ 37 ページ）を必ずお読みください。

● 保証書は「お買い上げ日・販売店名」などの記入を確かめ、取扱説明書とともに大切に保管してください。

保証書別添付
このたびは、パナソニック製品をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。
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ラックを設置する（  8～11ページ）
ステップ

1

テレビとレコーダーを接続する（  12ページ）
（本システムには、テレビやレコーダーなどの各機器は含まれておりません。）

ステップ

2

映画や音楽を楽しむ（  20～23ページ）
ステップ

3

お持ちのテレビ（ビエラ）やレコーダー（ディーガ）が
ビエラリンク対応の場合
本システムのリモコンで、ホームシアターがワンタッチで楽しめます。
（ 24ページ）

簡単だね。

各スピーカーは内蔵され
ているので、スピーカー
の接続は不要です。

必要なケーブル
●  HDMI ケーブル（別売）
●  光デジタルケーブル（別売）
 （テレビの音声をサラウンドで楽しむために必要です）

DVDやテレビなどが
サラウンド音声で楽しめます。
■ SH-FX60（別売）を使用すると、ワイヤレスのサラウンド
スピーカーを接続することができます。（ 18ページ）

設置後、棚板やガラス扉を取り付けます。

HDMI 端子がない映像機器を接続する場合は…
13ページをご覧ください。

●  HDMI ケーブルで接続すると、DVDなどが高画質・高音質で楽しめます。
●  HDMI 接続するには、テレビとレコーダーの両方にHDMI 端子が必要です。
●  テレビの推奨サイズは 65V型以下（120 kg 以下）です。

ホームシアター完成までの流れ
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まず

準備

楽しむ

ご参考

ラックの設置と取り付け...... 8
接続する
HDMI端子のある機器（テレビ、
レコーダーなど）を接続する...........12
HDMI端子がない機器
（DVDプレーヤー、ビデオデッキなど）
を接続する...................................13
アナログ音声を楽しむ...................14
テレビをアナログ接続する...............................14
BDレコーダー、DVDレコーダーを
アナログ接続する...............................................14

その他の接続
CATVセットトップボックス、BSデジタルチュー
ナー、CSチューナーなどを接続する..........15
ビデオデッキ一体型DVDレコーダーを
接続する.......................................16

距離の設定をする................................................28
本システムの電源「切」時の消費電力を下げる
（省待機電力モード）............................................28
音声を映像よりも遅らせて出力する.................28
二重音声を切り換える........................................29
小音量でも聞きやすくする................................29
アッテネーターを切り換える ............................29
入力信号の判別方法を切り換える.....................30
購入時の設定に戻す（リセット）........................30
他の当社製機器（ミニコンやAVアンプなど）が
動作する場合 .......................................................30

ホームシアター完成までの流れ.... 2
付属品....................................... 4
別売品のご紹介 .......................... 4
各部のはたらき .......................... 5
リモコンの準備 .......................... 7

デジタル端子（同軸）のあるオーディオ
機器（CDプレーヤーなど）を接続する...17

電源コードの接続.............17
ワイヤレスのサラウンド
スピーカーを接続する.......18
スピーカーの音を確認・調整する....... 19
テスト信号で音声の出力を確認する.....19
スピーカーの音量を調整する ...........................19

映画や音楽を楽しむ.......... 20
いろいろな音場効果を楽しむ ... 22
ワイヤレスのサラウンドスピーカーを
接続していない場合.......................23
ワイヤレスのサラウンドスピーカーを
接続している場合..........................23

ビエラリンクを使う.......... 24
ホームシアターをワンタッチ操作で楽しむ.....24
ビエラリンクの動作............................................25
ビエラリンクＱ＆Ａ............................................25

便利な機能・設定............. 26
ゲーム（サウンド）を使用する..............................26
一時的に音を消す................................................26
スピーカーの音量をお好みに応じて調整する.....26
リアルセンター機能を切り換える.....................27
音質の調整をする................................................27
音量バランスの調整をする................................27

Q&A（よくあるご質問）.................31
こんな表示が出たら..................31
故障かな !?..............................32
本システムで再生できるデジタル信号.....33
仕様 ........................................33
お手入れ..................................33
用語解説..................................34
保証とアフターサービス（よくお読みください）..........38
さくいん............................. 裏表紙

安
全
上
の

ご
注
意　

ま
ず

準
備

楽
し
む

ご
参
考

もくじ 「安全上のご注意」を必ずお読みください。
（ 35～37ページ）
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お願い
●  付属品の買い替えは、お買い上げの販売店にご相談ください。
● かっこ【　】内は、買い替え時の品番です。
 （品番は2007年 6月現在のものです。品番は変更されることがあります。）
● 電源コードは、本機専用ですので、他の機器には使用しないでください。  また、
他の機器の電源コードを本機に使用しないでください。

● 電源コードキャップ及び包装材料は商品を取り出したあと、適切に処理をして
ください。

 付属品と別売品は販売店でお買い求めいただけます。
 松下グループのショッピングサイト「パナセンス」
 でお買い求めいただけるものもあります。
 詳しくは「パナセンス」のサイトをご覧ください。

http://www.sense.panasonic.co.jp

付属品を確認してください。

（1.0 m）
（1.5 m）
（2.0 m）
（3.0 m）

RP-CDHG10

RP-CDHG15

RP-CDHG20

RP-CDHG30

（0.5 m）
（1.0 m）
（1.5 m）

RP-CA2005

RP-CA2010

RP-CA2015

（2.0 m）
（3.0 m）

RP-CA2020

RP-CA2030

光デジタルケーブル

HDMIケーブル

コード ケーブル名 長さ 品　　番

（0.5 m）
（1.0 m）
（1.5 m）
（2.0 m）
（3.0 m）
（5.0 m）
（10.0 m）

RP-CAP3G05

RP-CAP3G10

RP-CAP3G15

RP-CAP3G20

RP-CAP3G30

RP-CAP3G50

RP-CAP3G100

ステレオピンコード

コード ケーブル名 長さ 品　　番

ロゴ

左用 右用

ガラス扉（ロゴのある方が右用になります。）

電源コード（1 本）
【K2CA2CA00019】

リモコン用乾電池
（単 3 形：2 コ）

リモコン（1 コ）
【N2QAYB000190】

ラ
ッ
ク
の
付
属
品

ア
ン
プ
用
の
付
属
品

棚板（2枚）
【RKQ2G0002-K】

金属ダボ（8個）
【RMQ1607】

ケーブル類は、置き方や接続方法な
どにより、必要な長さが異なります。
ご購入の際は、長さを十分確認して
ください。

別売品の品番は、2007 年 6 月現
在のものです。品番は変更されるこ
とがあります。

左用（1枚）【RXQ1579】
右用（1枚）【RXQ1579A】

ガラス扉

リモコン
リモコン用乾電池

棚板

ラック

その他の付属品

包装仕様図

付属品

別売品のご紹介

接続するケーブル端子の形状によっては、以下の点にご注意ください。
（特にイコライザー付きHDMI ケーブルは、プラグの形状が大きいため、
注意が必要です。）
●  本システムを壁に付けて設置した場合、ケーブルが折れ曲がり、破損
することがあります。十分確認のうえ、設置してください。

●  接続した機器を収納する場合、ケーブルが後面に当たり、正しく収納
されないことがあります。背面板の切り欠き部を取り外すなどしてく
ださい。

お知らせ
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本体

センタースピーカー
フロント
スピーカー（右）

サブウーハー（左側面） サブウーハー（右側面）

フロント
スピーカー（左） 操作部

デジタルトランシーバー端子
（ガラス扉の内側）

ゲーム（サウンド）

ゲーム（サウンド）を使う
（　  ２６ページ）

機能待機ランプ
（　  １７ページ）

入力を切り換える
（　  ２０ページ）

本システムの電源を
「入 切」する
　 ２０ページ

音量を調整する（　  ２０ページ）

デジタル入力PCM

AAC DIGITAL DTS

kHz
PL

SFCVS

W

サラウンドデジタル信号 /音場効果（ 22ページ）

デジタル信号が入ったときに表示
（ 21ページ）

入力信号の判別方法をPCMに固定したときに表示（ 30 ページ）

サンプリング周波数が48 kHz を超えるPCM信号
が入ったときに数値と共に表示

情報表示

入力信号の判別方法を
DTSに固定したときに表示
（ 30ページ）

デジタルトランシーバーが挿入されているときに表示
（ 18ページ）

“DTS” および “DTS Digital Surround” は DTS 社の登録
商標です。

ドルビーラボラトリーズからの実施権に基づき製造されて
います。
Dolby、ドルビー、Pro Logic 及びダブル D 記号はドルビー
ラボラトリーズの商標です。

HDMI、HDMI ロゴ、および High-Definition Multimedia 
Interface は、HDMI Licensing LLC の商標または、登録
商標です。

ま
ず

付
属
品
／
別
売
品
の
ご
紹
介
／
各
部
の
は
た
ら
き

各部のはたらき

前面

操作部

表示部



 

入力（ テレビ）出力

外部入力 外部入力

音声 入力

テレビ

左

右

外部入力テレビ

光 １ 光  同軸

外部入力
デジタル 入力

サブウーハーセンタ－ フロント
スピーカー

6 4 4

左右

AC入力

音声入力端子
（　 １３～１６

１６
ページ）

ＨＤＭＩ端子（　 １２、２４ ページ）

デジタル入力端子
（　 １２､

､
１３､１５､

  、   ２４ ページ）

電源
（　 １７

１７
ページ）

スピーカー端子

排気孔
[高出力時に内部の冷却
ファンが回転します
（通常は回りません）]
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スピーカー端子について
本システムでは、スピーカーはあらかじめ接続されています。特に必要がなければ、触らないようにしてください。
スピーカーコードがはずれてしまった場合などは、下の図を参考に接続してください。

スピーカーコード接続図 スピーカーコードの付け方

お願い
スピーカーコードをショートさせないでくださ
い。回路が破損する恐れがあります。

左右

 

サブウーハーセンタ－ フロント
スピーカー

6Ω 4Ω 4Ω

灰

黄

青 黒

白

赤

黒

　白
（青色線）

各部のはたらき（つづき）

背面板 アンプ部

切り欠き部 切り欠き部

後面

アンプ部
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リモコン

リモコンの準備
乾電池の入れかた リモコンの使いかた

■使用上のお願い
●受信部とリモコンの間に
障害物を置かない。
●受信部に直射日光やイン
バーター蛍光灯の強い光
を当てない。
●受信部と送信部のほこり
に注意。

◯＋と◯－を確認！
（単 3 形）

リモコン受信部ふたのふちを押しながら開ける

本システムの電源を「入 /切」
する（ 19、21 ページ）

入力を切り換える
（ 21 ページ）

スピーカーの音量調整をする
（ 19、26 ページ）

テスト信号を出力する
（ 19 ページ）

音量を調整する
（ 19、21 ページ）

ホームシアターをワンタッチ
再生する（ 24 ページ）

一時的に音を消す
（ 26 ページ）

設定項目を一つ前に戻す
（ 24～30 ページ）

ゲーム（サウンド）を使う
（ 26 ページ）

設定の操作に入る（ 24～30 ページ）

調整・設定をする /設定を決定する
（ 24～30 ページ）

ドルビーバーチャルスピーカー、
ドルビープロロジックⅡ、
SFCのモードを選択、「入 /切」する
（ 22、23 ページ）

送信部

正面で約７ｍ以内
（使用範囲は角度により異なります。）

操作部

ま
ず

各
部
の
は
た
ら
き
（
つ
づ
き
）
／
リ
モ
コ
ン
の
準
備
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設置について

設置例 本システム

ラックの設置と取り付け

■本システムにはスピーカーが内蔵されています。
● フロントスピーカー、センタースピーカー、サブウーハーは、他のスピーカーを接続しないでください。
 他のスピーカーを使用すると、正しい特性の音が得られず、また故障の原因になります。
● サラウンドスピーカーを接続する場合は、別売のSH-FX60を使用すると、ワイヤレスのサラウンドスピーカーを接続すること
ができます。（  18 ページ）

■ 設置作業は2人以上で行ってください。
■ プラスドライバーを用意してください。
（電動ドライバーは使用しないでください。）
■ 不安定な場所を避けて、設置してください。
■ ガラス扉の取り扱いには、十分にご注意ください。

● 転倒しないよう、必ず水平な場所にぐらつかない
ように設置してください。それ以外の場所への設置
は、転倒防止などの十分な安全対策を行ってくださ
い。

● 本システムは、本システムの後面を壁に付けて設置
することもできます。ただし、ラックの取り付けや
各機器の接続の際には、作業スペースが必要ですの
で、ご注意ください。

● 後面の排気孔をふさぐことになるので、カーテンな
どの前には置かないようにしてください。

● 本システムを設置する際は、前面や側面のスピー
カー部のネットには、力を加えないようにしてくだ
さい。

スピーカー部
ネット
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BDレコーダー /DVDレコーダーなど収納する機器の設置（各機器の取扱説明書もご覧ください。）

機器を設置した後、配線のため背面板の切り
欠き部を、カッターナイフなどで切り込みを
入れ、取り外す。
● カッターナイフの刃先は、出しすぎないように 5～ 10 mm
ぐらいまで出して、十分に注意してご使用ください。

● 本システムと各機器の接続については、12～17ページ
をご覧ください。

● 発熱する機器を設置する場合は、背面板の切り欠き部を
取り外して、通気を確保してください。

配線処理の前に天板後部のコードふたを
外す。
●  この切り欠き部は、テレビの配線処理時に使用します。
テレビのサイズに合わせて、コードふたを外してくださ
い。標準は、65V型で両側2つ、58V型で中央1つです。

●  外したコードふたは保管しておいてください。

収納した機器のコードを、切り欠き部から
束ねて引き出す。

1

2

● 棚板には12 kg、底板には20 kg を超える機器を設置しないでください。
● 録画機器を上段に載せると、映像に障害が出る場合があります。その場合は、棚板の下段に設置してください。
● 機器を収納する際は、上記「棚板の取り付け」手順 2の表を参考にしてください。

お知らせ

後面

カッター
ナイフなど

切り欠き部

コードふた

前面

3

棚板の取り付け

穴

穴

金属ダボ

手前と奥の同じ高さの穴に
金属ダボ（付属）を奥まで完全に差し込む。
反対側も同じようにする。

棚板（付属）の溝に合うように、
金属ダボの上に棚板を載せる。
● 棚板の高さは、3段階に調整できます。
● 金属ダボを差し込む穴を変えて、棚板の高さを調整してくだ
さい。

1

2

準
備

ラ
ッ
ク
の
設
置
と
取
り
付
け

単位 (mm)
棚板取付ダボ位置 上 中 下

収納部の高さ 上段 100.7 130.7 160.7
下段 102.8 72.8 42.8

収納部の幅 483
収納部の奥行き 379（棚板奥行き350）
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テレビは持ち上げて移動してください。引きずるとラックの天板を傷つけることがあります。
（持ち方については、テレビの取扱説明書をご覧ください。）

お知らせ

テレビの設置（テレビの取扱説明書もご覧ください。）

転倒防止について
  

テレビ（据え置きスタンド付き）をラックの中央に設置する。

推奨サイズ　65V型以下

据え置き
スタンド（別売）

ラックの設置と取り付け（つづき）

テレビに据え置きスタンド（別売）を設置する。準備

テレビが転倒しないように、テレビを固定する。

■ラックに固定する場合
● テレビに付属の転倒防止用バンドなどで、テレビとラッ
クを固定してください。（転倒防止用バンドがテレビに付
属していない場合には、市販のバンドで固定してくださ
い。）
 固定は、天板裏側の下穴に取り付けてください。
 適当な位置に下穴がない場合は、裏側に ø 2.4 mm、深
さ20 mmの下穴を開けてから、木ねじで取り付けてく
ださい。

● ねじは ø 3 mm、長さが15～ 20 mmのサイズをご使
用ください。

■壁面に固定する場合
● 壁や柱の材質に適した市販のねじ、丈夫なひも、または
鎖などを使用して堅牢部にしっかりと取り付けてくださ
い。

● 壁や柱にはテレビの重量を支えられる強度が必要です。
詳しくは、施工者の方などにご相談ください。

● 固定は、左右2箇所で行ってください。

転倒
防止用
バンド

下穴

木ねじ

（設置例）　

イラストはイメージです。
実際の商品と形状が異なる場合があります。

（設置例）　
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天板の上に物を置いたり、移動する場合は、持ち上げて移動してください。引きずると、ラックの天板を傷つけることがあります。
お知らせ

ガラス扉の取り付け

ガラス扉（付属）をガラスホルダーの奥まで
挿入する。
g ガラス扉の左右について
● 右図は、左ガラス扉の取り付け例です。
 右ガラス扉には、ビエラリンクなどのロゴマークが入っ
ています。

● ガラスがねじに当たって奥まで挿入できない場合は、ね
じをゆるめて挿入してください。

ガラスホルダーの3箇所のねじを仮留めす
る。

左右のガラス扉の高さやすき間を調整して、
ガラスホルダーのねじをプラスドライバーで
締める。
● もう一方のガラス扉も、同じように取り付けてください。
● ねじは、しっかり締めてください。
● プラスドライバーは、ねじの大きさに合ったサイズをご
使用ください。

1

2

3

ねじ

ねじ

プラス
ドライバー

準
備

ラ
ッ
ク
の
設
置
と
取
り
付
け
（
つ
づ
き
）

ラックについて

■ テレビ以外は置かないでください。特に以下のような物は置かないでください。

● 熱いもの
跡が付いて、取れなくなる場合があります。

● 水の入った花瓶など
倒れた際、水が本システムにかかり、故障の原因になります。



外部入力 ２

音声 入力

テレビ 外部入力 １

左

右

入力（テレビ）出力

外部入力 １テレビ

光 １ 光  2 同軸

外部入力 ２
デジタル 入力

アンプ部

テレビ

ＢＤレコーダー/ＤＶＤレコーダーなど

デジタル
音声出力（光）

ＨＤＭＩ
入力

ＨＤＭＩ
映像・音声
出力
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HDMI 端子のある機器（テレビ、レコーダーなど）を接続する
使用するケーブル（別売品の品番は、「別売品のご紹介」（  4 ページ）を参照してください。）

HDMI ケーブルについて
● 当社製HDMI ケーブルを推奨します。
● 1125p（1080p）の映像を楽しむ場合は、映像劣化などの防止のため5.0 m以下の当社製ケーブルを推奨します。

HDMI ケーブル（別売） 光デジタルケーブル（別売）

このページで紹介した接続であれば、本システムの電源を
切っても、レコーダーからの映像 /音声信号が本システム
を通過して、テレビへ伝送されます。
深夜の視聴など、テレビのスピーカーだけで楽しみたいと
きに便利です。

スタンバイスルー機能を使う

角型

テレビの音声をサラウンドで楽し
む場合に接続してください。
アナログ接続する場合は「アナログ
音声を楽しむ」の「テレビをアナログ
接続する」（ 14ページ）を参照し
てください。

光デジタルケーブルの
接続方法

形状を合わせ
て差し込む
ケーブルを急な角度
に折り曲げないでく
ださい。

電源を切る前に入力を“BD/DVD ”（ 20、21 ページ）以外
に設定していても、本システムの電源を切ると、本システムの
BD/DVD HDMI 入力に接続したレコーダーの映像 /音声信号
がテレビから出力されます。（再度、本システムの電源を入れる
と、設定していた入力に戻ります。）

お知らせ

接続する



デジタル 入力

左

右

外部入力 ２テレビ 外部入力 １

（テレビ）出力

外部入力 １テレビ

光 １ 光  同軸

外部入力 ２

入力

音声 入力

テレビ

アンプ部

ＤＶＤプレーヤー、
ビデオデッキなど

映像入力

映像出力

音声入力

音声出力

映像
コード

音声
コード

デジタル
音声出力（光）

デジタル
音声出力（光）

この接続をすると、
本システムの電源を
切っても、接続した
各機器の音声信号が
テレビから出力され
ます。

映像機器の映像出力
とテレビの映像入力
を直接接続してくだ
さい。

右　左
音声出力
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HDMI 端子がない機器（DVDプレーヤー、ビデオデッキなど）を接続する

お持ちの機器やお好みに合わせて、  または  の接続をしてください。

光デジタルケーブルの接続方法

形状を合わせて
差し込む
ケーブルを急な角度に折り曲げ
ないでください。

テレビの音声をサラウンドで楽し
む場合に接続してください。
アナログ接続する場合は「アナログ
音声を楽しむ」の「テレビをアナログ
接続する」（ 14ページ）を参照し
てください。

使用するケーブル（別売品の品番は、「別売品のご紹介」（  4 ページ）を参照してください。）

光デジタルケーブル（別売）

角型

ステレオピンコード（別売）

※映像コードに関しては、接続する機器の取扱説明書をご覧ください。

準
備

接
続
す
る

●接続するときは、各機器の電源を切ってください。
●接続する各機器の取扱説明書もご覧ください。



デジタル 入力

音声 入力

BD/DVD

左

右

外部入力 ２テレビ 外部入力 １

（テレビ）出力

外部入力 １テレビ

光 １ 光  2 同軸

外部入力 ２

テレビ

アンプ部

音声出力
右　左

BD/DVD 入力

デジタル 入力

音声 入力

左

右

外部入力 ２テレビ 外部入力 １

入力（テレビ）出力

外部入力 １テレビ

光 １ 光  同軸

外部入力 ２

アンプ部

ＢＤレコーダー
ＤＶＤレコーダー

右  左
音声出力
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アナログ音声を楽しむ

テレビのアナログ音声を聞くときに接続します。

使用するケーブル（別売品の品番は、「別売品のご紹介」（  4 ページ）を参照してください。）

ステレオピンコード（別売）

テレビをアナログ接続する

本システムにHDMI ケーブル、光デジタルケーブルを接続しても、本システムが対応していないデジタル信号の場合は音が再生されま
せん。この場合は、下図のようにアナログ接続します。

BDレコーダー、DVDレコーダーをアナログ接続する

お持ちの機器やお好み
に合わせて、接続して
ください。

映像コードは、映像機器の映像出力とテレビの映像入力を直接接続してください。
※映像コードに関しては、接続する機器の取扱説明書をご覧ください。

接続する（つづき） ●接続するときは、各機器の電源を切ってください。
●接続する各機器の取扱説明書もご覧ください。
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音声 入力

左

右

デジタル 入力

外部入力 ２テレビ 外部入力　１

入力（テレビ）出力

外部入力 １テレビ

光 １ 光  同軸

外部入力 ２

テレビ

アンプ部

ＣＡＴＶ
セットトップボックス
など

音声入力映像入力

映像出力 音声出力

右  左
音声出力

光出力

映像
コード

音声
コード

この接続をすると、
本システムの電源を
切っても、接続した
各機器の音声信号が
テレビから出力され
ます。

映像機器の映像出力
とテレビの映像入力
を直接接続してくだ
さい。

 

テレビ用の入力端子を使って接続します。お持ちの機器やお好みに合わせて、  または  の接続をしてください。
 デジタル接続： CATVセットトップボックスなどに光デジタル端子がある場合に接続します。BSデジタル放送などのサラウンドデジ

タル信号を楽しめます。
 アナログ接続： CATVセットトップボックスなどに光デジタル端子がない場合の接続です。

 ドルビープロロジックⅡやSFC機能、ドルビーバ－チャルスピーカー機能により、2チャンネル信号を拡張したサラ
ウンド再生を楽しめます。

CATVセットトップボックス、BSデジタルチューナー、CSチューナーなどを接続する

光デジタルケーブルの接続方法

形状を合わせて
差し込む
ケーブルを急な角度に折り曲げ
ないでください。

その他の接続 ●接続するときは、各機器の電源を切ってください。
●接続する各機器の取扱説明書もご覧ください。

使用するケーブル（別売品の品番は、「別売品のご紹介」（  4 ページ）を参照してください。）

光デジタルケーブル（別売）

角型

ステレオピンコード（別売）

※映像コードに関しては、接続する機器の取扱説明書をご覧ください。

準
備

接
続
す
る
（
つ
づ
き
）
／
そ
の
他
の
接
続
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音声 入力

左

右

デジタル 入力

外部入力 ２テレビ 外部入力 １

入力（テレビ）出力

外部入力 １テレビ

光 １ 光  同軸

外部入力 ２

テレビ

アンプ部

ビデオデッキ一体型
ＤＶＤレコーダー

映像出力右  左
音声出力

光出力

ＶＨＳ ＤＶＤ
出力端子

ＤＶＤ専用
出力端子

映像
コード

音声出力

音声
コード

音声入力映像入力

この接続をすると、
本システムの電源を
切っても、接続した
各機器の音声信号が
テレビから出力され
ます。

映像機器の映像出力
とテレビの映像入力
を直接接続してくだ
さい。

DVD/VHS専用端子がある機器の場合の接続です。

ビデオデッキ一体型DVDレコーダーを接続する

光デジタルケーブルの接続方法

形状を合わせて
差し込む
ケーブルを急な角度に折り曲げ
ないでください。

その他の接続（つづき）
使用するケーブル（別売品の品番は、「別売品のご紹介」（  4 ページ）を参照してください。）

光デジタルケーブル（別売）

角型

ステレオピンコード（別売）

※映像コードに関しては、接続する機器の取扱説明書をご覧ください。



電源プラグをコンセントに接続した状態で 約 0.6 W  （省待機電力モード時（ 28 ページ）は約0.2 W）の電力を
消費しています。長期間使用しないときは節電のため抜いておくことをおすすめします。

ご家庭の電源コンセント
 （AC 100 V、50／ 60 Hz）電源コード（付属）

電源コードは必ず最後に接続してください。

[機能待機 ]ランプについて

8

機能待機 ランプ

ゲーム（サウンド） 

電源コードを接続すると、電源「切」
のときに [機能待機 ]ランプが点灯 
（赤色）します。
電源を「入」にすると消灯します。

電源コードの接続

17
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サブウーハーセ
6Ω

音声 入力

左

右

デジタル 入力

外部入力 ２テレビ 外部入力 １

入力（テレビ）出力

外部入力 １テレビ

光 １ 光  同軸

外部入力 ２

アンプ部

ＣＤプレーヤーなど

デジタル音声出力
（同軸）

デジタル端子（同軸）のあるオーディオ機器（CDプレーヤーなど）を接続する

●接続するときは、各機器の電源を切ってください。
●接続する各機器の取扱説明書もご覧ください。

使用するケーブル（別売品の品番は、「別売品のご紹介」（  4 ページ）を参照してください。）

同軸デジタルケーブル（市販）

準
備

そ
の
他
の
接
続
（
つ
づ
き
）
／
電
源
コ
ー
ド
の
接
続
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●接続するときは、本機の電源を切ってください。
●接続する各機器の取扱説明書もご覧ください。

ワイヤレスのサラウンドスピーカーを接続する
本システムでは、当社製SH-FX60（デジタルトランシーバーとワイヤレスシステムのセット：別売）を使用して、左右サラウンド
スピーカーをワイヤレスで接続することができます。それにより、5.1 チャンネルサラウンドを楽しむことができます。
本システムのデジタルトランシーバー端子にデジタルトランシーバーを差し込み、サラウンドスピーカーをSH-FX60ワイヤレス
システムに接続します。詳しくは、SH-FX60の取扱説明書をご覧ください。
ワイヤレスサラウンドスピーカーを接続している場合の音場効果については、23ページをご覧ください。

①ガラス扉を
　開ける

②

ふたを
　下に開ける

③

デジタルトランシーバー
　を差し込む

④

ふたを閉める

デジタル
トランシーバー挿入口

デジタルトランシーバー デジタルトランシーバー

デジタルトランシーバーを挿入している間は“W”が点灯していますが、下記のような場合は、消灯または点滅します。
消灯：  再生モードがステレオ（2チャンネル）の場合や、地上波デジタル放送などの音声多重放送を受信したときなど、ワイヤ

レスのサラウンドスピーカーを使用したサラウンド再生ができないとき
点滅：  電波が途切れているとき (SH-FX60の電源が切れているとき )

W

挿入後、電源を「入」にすると（ 21ページ）、デジタルトランシーバーが検出され、表示部に“W”が点灯します。
（検出動作中は点滅し、検出されると点灯になります。）

● デジタルトランシーバーを抜き差しするときは、必ず本システムの電源を切ってください。
● ふたには無理な力を加えないでください。ふたは約90°開きます。それ以上開こうとすると、壊れる場合があります。

お知らせ

サラウンドスピーカーの配置

サラウンドスピーカー（左、右）:視聴位置のやや後方の左右に設置してください。

各スピーカーから視聴位置までの距離を設定することで、視聴位置に届く音の遅延時間を補正することができます。（ 28ページ）
お知らせ

本システム
サラウンド
スピーカー（右）

ＳＨ－ＦＸ６０
サラウンド
スピーカー（左）

設置例
スピーカーシステムSB-HS500A（別売）を接続した場合
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スピーカーの音を確認・調整する

1.　 押して、本システムの電源を入れる

2.　 押して、音声出力を確認する

3.　
押して、フロントスピーカー
を通常聞く音量にする

● 約 2秒間隔で下記の順にテスト信号が出力されます。
L（フロント左）→ C（センター）→ R（フロント右）→ SUBW（サブウーハー）
　

ワイヤレスサラウンドスピーカーを使用している場合（ 18ページ )
● 約 2秒間隔で下記の順にテスト信号が出力されます。

L→ C→ R→ RS（ワイヤレスサラウンド右）→ LS（ワイヤレスサラウンド左）→ SUBW
　

4.　 押して、テスト信号を止める

スピーカー表示

スピーカーからテスト信号が出力されない場合は、スピーカーコードの接続を確認してください。（ 6ページ )
お知らせ

テスト信号で音声の出力を確認する

サブウーハー、センタースピーカー、ワイヤレスサラウンドスピーカー（接続時のみ 18ページ）の音量がフロ
ントスピーカーの音量とバランスが合わないと感じた場合、スピーカーの音量調整をします。

1.　テスト信号を出力する（  上記　手順1～3）

2.   押して、調整したいスピーカーを選ぶ　　　

 SUBW（サブウーハー）→ C（センター）　      
　　　 
　　　
  ワイヤレスサラウンドスピーカーを使用している場合（ 18ページ )

 SUBW（サブウーハー）→ C（センター）→ RS（ワイヤレスサラウンド右）→ LS（ワイヤレスサラウンド左）
 

3.  押して、
 各スピーカーの音量を調整する  
● 調整しているスピーカーからのみテスト信号が出力されます。
● 操作後、約2秒経つと、再び順に出力されます。

4.   押して、テスト信号を止める

調整範囲：
SUBW: OFF、MIN、
 1～ 19、MAX
C, RS, LS: － 10～＋ 10

準
備

ワ
イ
ヤ
レ
ス
の
サ
ラ
ウ
ン
ド
ス
ピ
ー
カ
ー
を
接
続
す
る
／
ス
ピ
ー
カ
ー
の
音
を
確
認
・
調
整
す
る

● フロントスピーカーの音量調整は「音量－、＋」でします。左右フロントスピーカーの音量バランス調整は「音量バランスの調整
をする」（ 27ページ）を参照してください。

● サブウーハーの調整で “OFF ”を選ぶと、サブウーハーから音が出ません。
● この調整で各チャンネルのレベルを調整しても、SFCの各モードの各チャンネルのレベル設定は変化しません。
● この調整をすると、ドルビーバーチャルが「入」の状態になります。2チャンネルソースを再生している場合は、連動してドルビー
プロロジックⅡも「入」になります。（ 22、23ページ）

● 映画や音楽を再生しながらスピーカーレベルを調整することもできます。（ 26ページ）

お知らせ

スピーカーの音量を調整する



操作部
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テレビの電源を入れ、テレビの入力を、本システムを接続した入力（[HDMI] など）に切り換える。準備

ゲーム（サウンド） 

1 本システムの電源を入れる

押す

TV           ：テレビ
BD/DVD  ：BDレコーダー、DVDレコーダー
（初期設定）
AUX  1    ：外部入力 1端子に接続した機器
AUX  2     ：外部入力 2端子に接続した機器

本体で操作する場合

2 再生したい機器を選ぶ
（入力を切り換える）

3 機器を再生する

4 音量を調整する

押す

8

押す （入力は押すごとに
切り換わります。）

映画や音楽を楽しむ
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TV           ：テレビ
BD/DVD  ：BDレコーダー、DVDレコーダー
AUX 1      ：外部入力1端子に接続した機器
AUX 2      ：外部入力2端子に接続した機器

■ お好みでいろいろな音場効果を楽しむことができます。（ 22、23ページ）

●デジタル信号が入ってきたときは、“デジタル入力”が点灯します。また、再生する信号に応じて、表示部
にサラウンドデジタル信号表示（ 22 ページ）が点灯します。

デジタル入力

DIGITAL

VS サラウンドデジタル信号
デジタル信号が入ってきたときに表示

本システムで再生できるデジタル信号については33 ページをご覧ください。

チャンネル数表示について
●5.1 チャンネルなどのサラウンドデジタル信号が入ってき
たときには、信号のチャンネル数がしばらくの間表示され
ます。（入力ソースが変わっても、チャンネル数が同じ場
合には、表示されません。）

デジタル入力

DIGITAL

VS

サブウーハーチャンネルがある場合“1 ”と表示
サラウンドのチャンネル数
フロント、センターのチャンネル数

例）５．１チャンネルサラウンドデジタル信号

※ 信号がない場合は、“0 ”と表示されます。

本システムの電源を入れる

押す
1

2

3

4

■ 再生を楽しんだ後は、音量を下げてから[電源 ]を押して電源を切ってください。

再生したい機器を選ぶ
（入力を切り換える）

押す

機器を再生する

音量を調整する

押す

■ “AUX 1 ”と“AUX 2 ”は [外部入力1/2]
 を押すごとに切り換わります。

または

または

ビデオデッキ一体型DVDレコー
ダーの場合（DVD/VHS専用出力
端子がある機器の場合）
● DVDを楽しむとき :“AUX 1 ”
に合わせる

● ビデオを楽しむとき :“AUX 2 ”
に合わせる

0 （最小）~ 80（最大）

●7.1 チャンネル LPCM信号が入ってきたときには、
 しばらくの間下記のように表示されます。
   

  

● 再生するソースによっては、サブウーハーやセンタースピーカーなどの音量が、フロントスピーカーの
音量とバランスが合わないと感じることがあります。そのような場合は、再生中でもスピーカーの音量
調整ができます。（ 26ページ）

（初期設定）

楽
し
む

映
画
や
音
楽
を
楽
し
む



22
RQTV0253

SFC (S
サ ウ ン ド フ ィ ー ル ド コ ン ト ロ ー ル

ound Field Control)

ドルビーデジタル、DTS、AAC、ステレオソース（ビデオやCDなど）に臨場感や広がり感を与えたサラウンド
効果が楽しめます。SFCには、以下のモードがあります。

（音楽）
LIVE（ライブ）
　大きなコンサートホールにいるような音の反響と広がり。
POP/ROCK（ポップ /ロック）
　ポピュラーやロック音楽に適した効果。
VOCAL（ボーカル）
　ボーカルの声を際立たせる効果。
JAZZ（ジャズ）
　ジャズクラブのような狭い部屋の音の反響。
DANCE（ダンス）
　ダンスホールのような広い空間で響いている音の
　広がり感。

（映画）
DRAMA（ドラマ）
　セリフがメインになるようなドラマに適した効果。
ACTION（アクション）
　迫力のあるアクション映画に適した効果。
SPORTS（スポーツ）
　スポーツ観戦しているような臨場感。
MUSICAL（ミュージカル）
　ミュージカル劇場にいるような臨場感。
GAME（ゲーム）
　迫力のあるサウンドでゲームなどを楽しむとき。
MONO（モノラル）
　昔のモノラル音声の映画などに適した効果。

■サラウンドデジタル信号 /音場効果の表示について

AAC ： AAC ソース（BS デジタル放送など）を再生
しているとき

 DIGITAL ：ドルビーデジタルソースを再生しているとき
DTS ： DTS ソースを再生しているとき
 VS ：ドルビーバーチャルスピーカーが働いているとき

SFC ： SFC が働いているとき
 PLⅡ ： ドルビープロロジックⅡデコーダーが働いて

いるとき（2チャンネルのステレオソースに
ドルビーバーチャルスピーカーを使用したと
き）

入ってきたデジタル信号の種類や使用中の音場効果を表示します。

デジタル入力

AAC DIGITAL DTS

VS
PL

SFC

ステレオモード
CDなどの2チャンネルソースがサラウンド効果がない状態になります。

3.1 チャンネルモード　（ワイヤレスサラウンドスピーカーを接続していないときのみ）
入力ソースがドルビーデジタルやDTSなどのサラウンドデジタル信号やマルチチャンネル LPCM信号の場合は、信
号を3.1 チャンネルに集約し、左右フロントスピーカー、センタースピーカー、サブウーハーから出力します。

7.1 チャンネル LPCM信号を再生時の音場効果　（ワイヤレスサラウンドスピーカーを接続しているときのみ）
7.1 チャンネル LPCM信号を再生すると、サラウンドバックスピーカーを接続しているようなより広がりのある音場
効果が楽しめます。

音場効果は入力ソースによって異なります。実際の音をお聞きのうえ、お好みのモードを選んでください。

ドルビーバーチャルスピーカー　（ワイヤレスサラウンドスピーカーを接続していないときのみ）

５. １チャンネルで聞いているようなサラウンド効果が楽しめます。
（ビデオやCDなどのステレオソースには同時にドルビープロロジックⅡが働きます。）
ドルビーバーチャルスピーカーには、以下のモードがあります。

ドルビープロロジックⅡ　（ワイヤレスサラウンドスピーカーを接続しているときのみ）

CDなどの2チャンネルソースをサラウンドで楽しむことができます。

REFERENCE （標準モード）
　標準的な効果が得られるモードです。

WIDE （ワイドモード）
　左右の音場を更に広くするモードです。

いろいろな音場効果を楽しむ

その他の楽しみかた



SFC (S
サ ウ ン ド フ ィ ー ル ド コ ン ト ロ ー ル

ound Field Control) を使う
ドルビーバーチャルスピーカー（ 上記）の効果に、さらにお好みのサラウンド効果を加え
て楽しめます。

押す

ステレオモードにする／3.1 チャンネルモードにする

押す

ドルビープロロジックⅡを使う

押す

SFC (S
サ ウ ン ド フ ィ ー ル ド コ ン ト ロ ー ル

ound Field Control) を使う

押す

SFCの効果を解除する
[－設定、切 ]を押す

● 押すたびにモードが切り換わります。
（ 22ページ）

ステレオモードにする

押す
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ワイヤレスのサラウンドスピーカーを接続していない場合

押す デジタル入力

PL
VS

ドルビーバーチャルスピーカーを使う

ワイヤレスのサラウンドスピーカーを接続している場合

SFCの効果を解除する
[  バーチャルスピーカー ]を押す

お知らせ
● マルチチャンネル LPCM信号には、SFC は使用できません。
● PCM のサンプリング周波数が 48 kHz を超えるソースには、SFC、ドルビープロロジックⅡは使用できません。入力されると自動的に解除
されます。その後、他のソースを再生して効果を使用するには、再び [SFC音楽 ､映画 ] や [  PLⅡ ] を押して選んでください。

● SFCの“GAME  ”モード（ 22ページ）は、本体の [ゲーム（サウンド）]やリモコンの [ゲーム ] を押すことでも選べます。（  26ページ）
● ドルビーデジタルやDTSなどのサラウンド信号やマルチチャンネルLPCM信号には、ドルビープロロジックⅡは、使用できません。

● 押すたびにモードが切り換わります。
（ 22ページ）

● 押すたびにモードが切り換わります。
（ 22ページ）

お知らせ
● 入力ソースが2チャンネルの場合、[  PLⅡ ] を押すと、連動してドルビーバーチャルスピーカーが「入」になります。
● マルチチャンネル LPCM信号には、SFC は使用できません。
● PCM のサンプリング周波数が 48 kHz を超えるソースには、ドルビーバーチャルスピーカー、SFCは使用できません。
 入力されると自動的に解除されます。その後、他のソースを再生して効果を使用するには、再び [  バーチャルスピーカー ]や
[SFC音楽 ､映画 ] を押して選んでください。

● SFCの“GAME  ”モード（ 22ページ）は、本体の [ゲーム（サウンド）]やリモコンの [ゲーム ] を押すことでも選べます。（  26ページ）
● 3.1 チャンネルモードは、入力ソースの変更、電源の「入／切」、入力の切り換えの操作で解除されます。

楽
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ビエラリンク（HDAVI ControlTM）とは
● 本システムとHDMI ケーブル（別売）を使って接続したビエラリンク対応機器を自動的に連動させて、リモコン1つで簡単に
操作できる機能です。各機器の詳しい操作については、それぞれの取扱説明書をご覧ください。

 ※すべての操作ができるものではありません。
● 本システムはビエラリンクVer.2 に対応しています。
 ビエラリンクVer.2 とは、従来の当社製ビエラリンク機器にも対応した最新の当社基準です。（2007年 2月現在）
● ビエラリンクは、HDMI CEC（Consumer Electronics Control）と呼ばれる業界標準のHDMI によるコントロール機能を
ベースに、当社独自機能を追加したものです。他社製HDMI CEC対応機器との動作保証はしておりません。

接続
本システムとビエラリンクに対応した当社製テレビ（ビエラ）とレコーダー（ディーガ）をHDMI ケーブルで接続します。
● 当社製HDMI ケーブルを推奨します。HDMI 規格に準拠していないケーブルでは動作しません。
　品番 : RP-CDHG10 (1.0 m)、RP-CDHG15 (1.5 m)、RP-CDHG20 (2.0 m)、RP-CDHG30 (3.0 m) など

ＨＤＭＩ入力

デジタル
音声出力（光）

ＨＤＭＩ映像・
音声出力

外部入力２

音声 入力

テレビ 外部入力１

AC入力

左

右

入力（テレビ）出力

外部入力１テレビ

光 １ 光  同軸

外部入力２
デジタル 入力

サブウーハーセンタ－ フロント
スピーカー

6Ω 4Ω 4Ω

左右

レコーダー
(ディーガ )テレビ

（ビエラ）

アンプ部

設定
① 接続した機器側（テレビなど）で、ビエラリンクが働くように設定する
② すべての機器の電源を入れる
③ 一度テレビ（ビエラ）の電源を「切」にしたあと、再びテレビ（ビエラ）の電源を「入」にする
④ テレビ（ビエラ）の入力を、本システムを接続した入力（[HDMI] など）に切り換える
⑤ 本システムの入力を“BD/DVD”に切り換えて、レコーダー（ディーガ）の画像が正しく映るかを確認する
 　（接続や設定を変更した場合にも、この操作をしてください。）

ホームシアターをワンタッチ操作で楽しむ

HDAVI Control ™ は商標です。

お知らせ
上記の接続で本システムの電源を「入」にすると、レコーダー（ディーガ）の音声は自動的にテレビ（ビエラ）のスピーカーか
ら出なくなり、本システムのスピーカーから出力されます。また、本システムの電源を切ると、レコーダー（ディーガ）からの
音声はテレビ（ビエラ）から再生されます。（スタンバイスルー機能  12ページ）

光デジタルケーブルは、テレビの音声をサ
ラウンドで楽しむ場合に接続してください。

本システムのリモコンをレコーダー（ディーガ）に向けて

  を押す
ボタンを押すだけで、以下の動作が自動で始まります。
1． レコーダー（ディーガ）の電源が「入」になり、選択されているドライブ（HDD/DVD
など）から再生が始まります。

2．テレビ（ビエラ）の電源が「入」になり、テレビの入力が切り換わります。
3． 本システムの電源が「入」になり、本システムの入力が“BD/DVD ”に切り換わった後、
再生が始まります。

 音量を調整する場合  を押す

再生中は、テレビ（ビエラ )のリモコンでも音量調整ができます。
（音量を調整すると、テレビ画面に本システムの音量を調整中であることが表示されます。）

● DVDや録画したテレビ番組の始まりが途切れるような場合には、レコーダー（ディー
ガ )のリモコンで [u スキップ ] を押して、始めから再生してください。

ビエラリンクを使う
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ビエラリンクの動作

自動的に本システムの電源を
切る

● テレビ（ビエラ）の電源を切ると、自動的に本システムの電源も切れます。
 ビエラリンクに対応したレコーダー（ディーガ）とHDMI ケーブルで接続している場合は、
レコーダー（ディーガ）の電源も切れます。

本システムの電源が「切」の
とき、本システムのスピーカー
からレコーダー (ディーガ )の
音声を出力する

● 本システムの電源が「切」のとき、テレビ（ビエラ）で音声をAVアンプから出力する設
定にすると、本システムの電源が「入」になり、本システムのスピーカーから音声が出力さ
れます。

自動的に入力を“BD/DVD ”
に切り換える

● レコーダー（ディーガ）を再生すると、本システムの入力が自動で“BD/DVD”に切り換わり
ます。

テレビ（ビエラ）の音声を楽しむ ● テレビ（ビエラ）のリモコンで、チャンネル選択などの操作を行うと、本システムの入力が
“TV ”に切り換わります。

テレビ（ビエラ）のリモコン
でサウンドモードを選ぶ
ビエラリンクVer.2 対応のみ

● ビエラリンクVer. 2 に対応しているテレビ（ビエラ）のリモコンで、サウンドモードを変えることができます。
● モード切り換え時、本システムの表示部に“SOUND LINK ”と表示されます。
● 入力ソースが48 kHz を超えるサンプリング周波数のPCMのときは、この機能は使えません。
● 詳しくは、テレビ（ビエラ）の取扱説明書をご覧ください。

テレビ（ビエラ）に接続した
機器の音声を楽しむ

● テレビ（ビエラ）のHDMI 入力に接続したビエラリンク対応機器を操作すると、本システム
の入力が“TV ”に切り換わります。

ビエラリンクを使わない設定
にする
本システムのリモコンで操作する

1. [ ━ 設定、切 ]を約2秒間押したままにする
2. [w] [q] を押して“HDMI ”を選び、[決定 ]を押して決定する
3. [w] [q] を押して“CTRL ”を選び、[決定 ]を押して決定する
4.  [e] [r] を押して“OFF ”を選び、[決定 ]を押して決定する

OFF : 連動しないとき、ON : 連動するとき（初期設定）
5. [ 戻る ] を数回押して“EXIT ”を選び、[決定 ]を押して設定を終える

ビエラリンク Q & A
Q（質問） A（回答）

使っているテレビやレコーダーが
ビエラリンク対応かわからない?

接続した機器にビエラリンクのロゴマーク（  下記）が付いているかお確かめになるか、
それぞれの取扱説明書をご覧ください。

ビエラリンクが働かなくなったとき
は?

● 接続した機器側のビエラリンクの設定を確認してください。
● HDMI 機器の接続を変更したとき、停電やコンセントの抜き差しをしたときなどにビエ
ラリンクが動作しなくなる場合があります。このときは、以下の操作をしてください。
●　HDMI ケーブルで接続したすべての機器の電源を入れた状態で、テレビ（ビエラ）の
電源を入れ直す。

●　テレビ（ビエラ）の「ビエラリンク制御（HDMI 機器制御）」の設定を「しない」に変更し、
再度「する」に設定する。（詳しくはテレビ（ビエラ）の取扱説明書をご覧ください。）

●　テレビ（ビエラ）と本システムをHDMI ケーブルで接続して、テレビ（ビエラ）の電源
を入れ、そのまま本システムの電源プラグを一度抜いてから接続し直す。

ワンタッチ操作をしてもレコーダー（ディーガ）が動作しない場合
レコーダー（ディーガ）の表示部に“U30 1 ”のように表示された場合、レコーダー（ディーガ）側で設定しているリモコンモードと
本システムのリモコンモードが一致していないことが考えられます。
● レコーダー（ディーガ）の表示に合わせて、本システムのリモコンモードを下記の操作で設定してください。
● 設定後、再度ワンタッチ操作を行ってください。

レコーダー（ディーガ）の表示 本システムのリモコン操作 設定されるリモコンモード
[ 決定 ]を押したまま [DVDワンタッチ再生 ]と [ テレビ ] を
一緒に2秒以上押す

モード1（初期設定）

[決定 ]を押したまま [DVDワンタッチ再生 ]と [BD/DVD] を
一緒に2秒以上押す

モード2

[ 決定 ]を押したまま [DVDワンタッチ再生 ]と [ 外部入力 1/2] を
一緒に2秒以上押す

モード3

楽
し
む
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一時的に音を消す
機能が働いている間、表
示部に“MUTING IS ON ”
とくり返し表示（スク
ロール）されます。

■ 解除する　もう一度押す

押す

●電源を切ると解除されます。
●音量を調整すると解除されます。

ゲーム（サウンド）
を使用する
迫力のあるサウンドで
ゲームが楽しめます。

押す

●SFCの“GAME  ”モード（ 22ページ）が選択されます。

この機能が「入」のときは、操作部の [ゲーム（サウン
ド）]インジケーターが点灯（青色）します。（［SFC映画］
で “GAME”を選んでも（  22、 23ページ）インジケー
ターが点灯します。）

本体でも設定できます
ゲーム

操作部
（サウンド）インジケーター

ゲーム（サウンド） 押す

便利な機能・設定

スピーカーの音量を
お好みに応じて調整
する

再生するソースによっ
ては、サブウーハーやセ
ンタースピーカーなどの
音量が、フロントスピー
カーの音量とバランスが
合わないと感じることが
あります。そのような場
合は、再生中でもスピー
カーの音量調整ができま
す。

1 押して、調整するスピーカーを選ぶ

2 押して、各スピーカーの音量を
調整する

　  ワイヤレスサラウンドスピーカーを使用していない場合
SUBW（サブウーハー）→ C（センター）

　　　
　　
　  ワイヤレスサラウンドスピーカーを使用している場合

（ 18ページ）
SUBW（サブウーハー）→ C（センター）→ RS（ワイヤレスサラウンド右）→ LS（ワイヤレスサラウンド左）

　　　　

調整範囲：SUBW: OFF、MIN、
 1～ 19、MAX
C, RS, LS:  － 10～＋ 10

お知らせ
● フロントスピーカーの音量バランスは、「音量バランスの
調整をする」（ 27ページ）をご覧ください。

● サブウーハーの調整で “OFF ”を選ぶと、サブウーハーか
ら音が出ません。

● 音がひずむ場合は、レベルを下げてください。
● ステレオモードになっている場合は、センターレベルの
調整はできません。（ 22、23ページ）

● SFCは各モードごとに調整できます。（ 22、23ペー
ジ）

■ 解除する　もう一度押す
解除すると、SFCの効果自体も解除されます。
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音質の調整をする

BASS（低音）と
TREBLE（高音）を調整
できます。

●  アナログ、PCMの
2チャンネル信号を
ステレオ再生するとき
のみ有効です。

   それ以外の条件では、
この設定は表示されま
せん。必ず、上記の条
件にしてから、設定し
てください。

1 約2秒間押したままにする

2 押して決定押して“BASS ”または
“TREBLE ” を選び

4 数回押して“EXIT ” を選び 押して決定

3 押して決定押して調整する
調整範囲 : –6～ +6
初期設定 : 0

■ 設定動作中：一つ前に戻る／キャンセルする 押す

※調整が有効な場合のみ表示されます。

REAL C.、※BASS、※TREBLE、BALANCE、※DISTANCE、※SIM 7.1、HDMI、TV DELAY、
DUAL PRG、DRCOMP、ATTENUATOR、REMOTE、INPUT MODE、RESET、EXIT

●“EXIT ”を選んで決定
すると、設定モードを
終了します。

音量バランスの調整
をする
左右フロントスピーカー
の出力バランスを調整で
きます。
L：フロントスピーカー（左）
R：フロントスピーカー（右）

2

1

押して決定押して“BALANCE ”を選び

約2秒間押したままにする

3 押して決定押して調整する

4 押して決定数回押して“EXIT ” を選び

■ 設定動作中：一つ前に戻る／キャンセルする 押す

※調整が有効な場合のみ表示されます。

REAL C.、※BASS、※TREBLE、BALANCE、※DISTANCE、※SIM 7.1、HDMI、TV DELAY、
DUAL PRG、DRCOMP、ATTENUATOR、REMOTE、INPUT MODE、RESET、EXIT

●“EXIT ”を選んで決定
すると、設定モードを
終了します。

バーの表示は目安です。

リアルセンター機能
を切り換える

サラウンド再生の場合
に、センタースピーカー
のセリフの音を聞きやす
くします。

初期設定は“ON ”になっ
ています。“OFF ”にし
たいときは、右記の操作
をしてください。

● “ON ”や“OFF ”を選んだ
時点で効果は切り換わりま
す。ただし、確定するため
に［決定］を押してください。

※調整が有効な場合のみ表示されます。

REAL C.、※BASS、※TREBLE、BALANCE、※DISTANCE、※SIM 7.1、HDMI、TV DELAY、
DUAL PRG、DRCOMP、ATTENUATOR、REMOTE、INPUT MODE、RESET、EXIT

1

押して決定

●“EXIT ”を選んで決定する
と、設定モードを終了し
ます。

約2秒間押したままにする

3 押して“OFF ” を選び

ON（入）、OFF（切）
初期設定：ON

4 数回押して“EXIT ” を選び

■ 設定動作中 : 一つ前に戻る／キャンセルする

押す

2 押して“REAL C. ” を選び

押して決定

押して決定
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FRONT（フロントスピーカー）、
SURR（サラウンドスピーカー）

距離の設定をする
●  SH-FX60 で、ワイ
ヤレスのサラウンド
スピーカーを接続して
いる場合に設定できま
す。（  18 ページ）
それ以外の場合は、こ
の設定は表示されませ
ん。

●  フロント /サラウンド
スピーカーから視聴位
置までの距離を設定す
ることで、視聴位置に
届く音の遅延時間を自
動的に算出し、補正し
ます。

2

1

押して決定押して“DISTANCE ”を選び

約2秒間押したままにする

3 押して決定押して設定する
スピーカーを選び

5 押して決定数回押して“EXIT ” を選び

■ 設定動作中：一つ前に戻る／キャンセルする 押す

設定値　 : 1.0～ 10.0 m
初期設定 :  フロント　 3.0 m

サラウンド 1.5 m

4 押して決定押して距離を選び

※調整が有効な場合のみ表示されます。

REAL C.、※BASS、※TREBLE、BALANCE、※DISTANCE、※SIM 7.1、HDMI、TV DELAY、
DUAL PRG、DRCOMP、ATTENUATOR、REMOTE、INPUT MODE、RESET、EXIT

●“EXIT ”を選んで決定
すると、設定モードを
終了します。

便利な機能・設定（つづき）

音声を映像よりも
遅らせて出力する

映像が音声よりも遅れ
ている場合に、音声を約
40 msec 遅らせて、映
像に近づけます。

初期設定は“ON ”になっ
ています。ブラウン管テ
レビなど、音声を遅らせ
る必要がない場合は、右
記の設定をしてくださ
い。

2

1

押して決定押して“TV DELAY ” を選び

3 押して決定押して“OFF ” を選び

ON（入）、OFF （切） 初期設定：ON

4 数回押して“EXIT ” を選び 押して決定

■ 設定動作中：一つ前に戻る／キャンセルする 押す

約2秒間押したままにする

本システムの電源
「切」時の消費電力
を下げる
（省待機電力モード）

このモードでは HDMI 
接続をしている場合、
スタンバイスルー機能
（ 12、34 ペ ー ジ ）
は働きません。
電源「切」時のビエラリ
ンク（ 24、25 ペー
ジ）は無効になります。

2

1

押して決定押して“HDMI ” を選び

3 押して決定押して“STNBY ”を選び

STNBY、CTRL

5 数回押して“EXIT ” を選び 押して決定

■ 設定動作中：一つ前に戻る／キャンセルする 押す

約2秒間押したままにする

OFF ：電源「切」時の消費電力を下げる（約 0.2 W）
ON：電源「切」時に「スタンバイスルー」を有効にする（通常の消費電力）

4 押して決定押して“OFF ”を選び

初期設定：ON

※調整が有効な場合のみ表示されます。

REAL C.、※BASS、※TREBLE、BALANCE、※DISTANCE、※SIM 7.1、HDMI、TV DELAY、
DUAL PRG、DRCOMP、ATTENUATOR、REMOTE、INPUT MODE、RESET、EXIT

●“EXIT ”を選んで決定
すると、設定モードを
終了します。

※調整が有効な場合のみ表示されます。

REAL C.、※BASS、※TREBLE、BALANCE、※DISTANCE、※SIM 7.1、HDMI、TV DELAY、
DUAL PRG、DRCOMP、ATTENUATOR、REMOTE、INPUT MODE、RESET、EXIT

●“EXIT ”を選んで決定
すると、設定モードを
終了します。



小音量でも
聞きやすくする

音声信号の最大音と最小
音の差を圧縮し、音場に
影響することなく小音量
でもセリフを聞きやすく
します。
深夜など大きな音を出せ
ない場合に便利です。

アッテネーターを
切り換える

アナログ入力で再生中、
音がひずみ、表示部に
“OVERFLOW”が点滅表
示した場合は“ON（入）”
にしてください。

ドルビーデジタルに対
するダイナミックレン
ジ圧縮機能です。

OFF：通常の再生   STANDARD：ソフト制作者が家庭用として推奨する圧縮レベル
MAX：深夜視聴を前提とした最大の圧縮

2

1

押して決定押して“DRCOMP ” を選び

3 押して決定押して設定を選び

初期設定：OFF

4 数回押して“EXIT ” を選び 押して決定

■ 設定動作中：一つ前に戻る／キャンセルする 押す

約2秒間押したままにする

2

1

押して決定押して“ATTENUATOR ” を
選び

3 押して決定押して“ON ” を選び

ON（入）、OFF（切） 初期設定：OFF

4 数回押して“EXIT ” を選び 押して決定

■ 設定動作中：一つ前に戻る／キャンセルする 押す

約2秒間押したままにする
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二重音声を
切り換える

AAC、ドルビーデジタ
ル信号の二重音声（受
信すると“DUAL PRG ”
と表示）を切り換えるこ
とができます。

2

1

押して決定押して“DUAL PRG ” を選び

3 押して決定押して音声を選び

4 数回押して“EXIT ” を選び 押して決定

■ 設定動作中：一つ前に戻る／キャンセルする 押す

約2秒間押したままにする

初期設定：MAINMAIN（主音声）、SUB（副音声）、M+S（主＋副音声）

楽
し
む

便
利
な
機
能
・
設
定
（
つ
づ
き
）

※調整が有効な場合のみ表示されます。

REAL C.、※BASS、※TREBLE、BALANCE、※DISTANCE、※SIM 7.1、HDMI、TV DELAY、
DUAL PRG、DRCOMP、ATTENUATOR、REMOTE、INPUT MODE、RESET、EXIT

●“EXIT ”を選んで決定
すると、設定モードを
終了します。

※調整が有効な場合のみ表示されます。

REAL C.、※BASS、※TREBLE、BALANCE、※DISTANCE、※SIM 7.1、HDMI、TV DELAY、
DUAL PRG、DRCOMP、ATTENUATOR、REMOTE、INPUT MODE、RESET、EXIT

●“EXIT ”を選んで決定
すると、設定モードを
終了します。

※調整が有効な場合のみ表示されます。

REAL C.、※BASS、※TREBLE、BALANCE、※DISTANCE、※SIM 7.1、HDMI、TV DELAY、
DUAL PRG、DRCOMP、ATTENUATOR、REMOTE、INPUT MODE、RESET、EXIT

●“EXIT ”を選んで決定
すると、設定モードを
終了します。



便利な機能・設定（つづき）

TV 、DVD、AUX1、AUX2

AUTO ：自動判別   ANLG : アナログに固定
DIG：デジタルに固定　PCM：PCM（音楽CDなど）のデジタルに固定
DTS：DTSのデジタルに固定

■手順3と4を繰り返し、設定を変更

2

1

押して決定押して“INPUT MODE ” を選び

3 押して決定押して入力を選び

5 数回押して“EXIT ” を選び 押して決定

■ 設定動作中：一つ前に戻る／キャンセルする 押す

約2秒間押したままにする

4 押して決定押して入力信号の
判別方法を選び

初期設定：AUTO
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購入時の設定に戻す
（リセット）

本システムの設定を購入
時の状態に戻します。

入力信号の判別方法
を切り換える

“AUTO ”（購入時の設
定）でほとんどの場合問
題なく再生できますが、
PCMやDTSの音声が
正しく再生できないとき
は、あらかじめ固定して
再生してください。

ノイズが発生する場合
は、“AUTO ”に戻してく
ださい。

●“YES ”を選ぶと、すべての設定がリセットされ、自動的に入力が“BD/DVD”になります。
●“NO ”を選ぶと、手順 2 に戻ります。設定モードを終了させるには、[戻る ]  を数回押して“EXIT”
を表示させ、[決定 ]  を押してください。

他の当社製機器（ミニコンやAVアンプなど）が動作する場合
本システムのリモコンを使用すると他の機器が動作することがあります。その場合は、本システムのリモコンコードを
“REMOTE 1 ”に切り換えてください。下記の操作で、本体とリモコンのコードを同じ番号に設定します。

2

1

押して決定押して“RESET ” を選び

3 押して決定押して“YES ” を選び

YES、NO

約2秒間押したままにする

1、2

2

1

押して決定押して“REMOTE ” を選び

3 押して決定押して“1 ” を選び

約2秒間押したままにする

4 押したまま 　　押す（2秒以上）

 リモコンコードを「2」に戻す場合 
1.手順 3で “2 ”を選ぶ　　2.手順 4で [決定 ] を押したまま [BD/DVD] を押す（2秒以上）　　

初期設定：2

本体側設定（リモコンを使用）

リモコン側設定
●　設定モードを終了させるには、手順 4のあと［戻る］を数回押して“EXIT ” を表示させ、［決定］を押してください。

※調整が有効な場合のみ表示されます。

REAL C.、※BASS、※TREBLE、BALANCE、※DISTANCE、※SIM 7.1、HDMI、TV DELAY、
DUAL PRG、DRCOMP、ATTENUATOR、REMOTE、INPUT MODE、RESET、EXIT

●“EXIT ”を選んで決定
すると、設定モードを
終了します。

※調整が有効な場合のみ表示されます。

REAL C.、※BASS、※TREBLE、BALANCE、※DISTANCE、※SIM 7.1、HDMI、TV DELAY、
DUAL PRG、DRCOMP、ATTENUATOR、REMOTE、INPUT MODE、RESET、EXIT

●“EXIT ”を選んで決定
すると、設定モードを
終了します。

※調整が有効な場合のみ表示されます。

REAL C.、※BASS、※TREBLE、BALANCE、※DISTANCE、※SIM 7.1、HDMI、TV DELAY、
DUAL PRG、DRCOMP、ATTENUATOR、REMOTE、INPUT MODE、RESET、EXIT

●“EXIT ”を選んで決定
すると、設定モードを
終了します。
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引っ越しするのだが、そのまま使えるか。

他のアンプやスピーカーを接続できるか。

デジタル接続で、DVDオーディオを再生しても音が出ない。

Q （質問） A （回答）

大丈夫です。
ただし、後面の冷却ファンを物でふさぐなど、放熱を妨げるこ
とはしないでください。

東日本、西日本に関係なく使えます。

長時間使用すると、本システムが熱くなるが、大丈夫か。

本システムではできません。

本システムには接続できません。マイクを接続したい。

本システムは CPPM に対応していますので、HDMI ケーブルで
接続すると、DVD オーディオの音声を楽しむことができます。
（ 12 ページ）

（表示したあと、電源が切れます。）

● カーテンや異物により、冷却ファンが止まっていませんか。
 原因を解消のうえ、電源を入れ直してください。それでも直らない場合は、電源プ
ラグを抜いたうえで、販売店にご相談ください。

－

● 電源を切り、電源プラグを抜いたうえで、販売店にご相談ください。 －

● アッテネーターの切り換えを行ってください。 29

表示 調べるところ・原因・対策 ページ

● サンプリング周波数が 48 kHz を超える PCM 信号のときは、ドルビーバー
チャルスピーカー、SFC、ドルビープロロジックⅡは使用できません。

● 二重音声には、ドルビーバーチャルスピーカー、SFC、ドルビープロロジックⅡ
は使用できません。

22、23

29

（スクロール表示）

（スクロール表示）

（□ には“DSP ”または“HDMI ”が
表示されます。）

サラウンドスピーカーを追加して接続できるか。 別売のSH-FX60を使用して、ワイヤレス接続ができます。
（ 18 ページ）

● 電源プラグを抜いたうえで、販売店にご相談ください。 －

Ｑ
＆
Ａ
（
よ
く
あ
る
ご
質
問
）
／
こ
ん
な
表
示
が
出
た
ら

楽
し
む

Q&A（よくあるご質問）

こんな表示が出たら

ご
参
考

便
利
な
機
能
・
設
定
（
つ
づ
き
）
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修理を依頼される前に、この表で症状を確かめてください。
なお、これらの処置をしても直らない場合や、この表以外の症状は、お買い上げの販売店にご相談ください。

こんなときは ここを処置・確認してください ページ

共
通

電源が入らない。 ●  電源プラグがコンセントに正しく接続されているか、確認してください。 17

機器の再生を始めても
音や映像が出ない。

● 入力ソースを正しく選択してください。
● 消音を解除してください。
● 本システムで再生できるデジタル信号か確認してください。
 デジタル信号を光ケーブル、同軸ケーブルで接続した場合、サンプリング
周波数が96 kHz を超えるPCM信号の場合、正常に再生されません。

● 機器が正しく接続されているか確認してください。
● 別売のSH-FX60を使用している場合は、デジタルトランシーバーとサラウ
ンドスピーカーの接続を確認してください。

● 「入力信号の判別方法を切り換える」 で“DIG”または“ANLG”に設定してください。
● 「入力信号の判別方法を切り換える」で“AUTO”に設定してください。
● 本システムの電源を「切 /入」してください。

20、21
26
33

12～17
18

30
30
－

リモコンが働かない。 ● 電池が消耗している場合は電池を交換してください。 7
電源を切っても機能待機ラン
プが点灯する。

● コンセントに電源コードを接続すると、電源「切」のときに [ 機能待機 ] ラン
プが点灯します。なお、電源「入」にすると消灯します。

17

DVD プレーヤーにマイクを接
続してカラオケを楽しもうと
したが、マイクの音が出ない。

● DVD プレーヤーと本システムをデジタル接続している場合はマイクの音は出
力されません。13ページの の接続をして、「入力信号の判別方法を切り
換える」で“ANLG ”に設定してください。

13、30

DTS の音声が出ない。
音声は出るが DTS 表示が点
灯しない。

● BDレコーダー、DVD レコーダー、 DVD プレーヤーのデジタル音声出力の
設定が、ビットストリームであることを確かめてください。

● 「入力信号の判別方法を切り換える」で“DTS ”に設定してください。

－

30
DVDオーディオを再生して
も音が出ない。

● 光などのデジタル接続の場合、著作権保護の理由などで音声が出ないディスクがありま
す。また、48 kHz を超えるサンプリング周波数の音声も再生されないことがあります。

－

“U30 REM2”または
“U30 REM1”が表示される。

● リモコンコードを設定し、本体とリモコンのコードを合わせてください。
 “U30 REM2”が表示された場合、リモコン側設定を“2 ”にしてください。
“U30 REM1”が表示された場合、リモコン側設定を“1 ”にしてください。

30

音が出なくなった。
（“OVERLOAD”が約 1秒間
表示される。）
本機は異常を検出すると、保
護回路が働いて、電源を自動
的に切ります。

● スピーカーコードの(と)がショートしていませんか。
● 著しい大音量で聞いていませんか。
● 異常に暑い場所で使用していませんか。
⇒ 原因を解消して、しばらく待ってから再び電源を入れてください。
（保護回路の動作が解除されます。）
（それでも同じ現象が起こる場合は販売店にご相談ください。）

6
－
－

音
場
効
果

サラウンドで音が聞こえない。 ● ドルビーバーチャルスピーカー、SFC、ドルビープロロジックⅡ を選択してください。 22、23

ドルビーバーチャルスピー
カー、SFC、ドルビープロロ
ジックⅡ が使えない。

● サンプリング周波数が 48 kHz を超える PCM 信号のときは使用できませ
ん。13ページの または14ページの接続をして、「入力信号の判別方法
を切り換える」で“ANLG ”に設定してください。

● BS デジタル放送のAAC信号とドルビーデジタルの二重音声には使用できま
せん。

13、
14、30

－

BSデジタル放送で二重音声放
送の切り換えができない。

● BS デジタルチューナーの音声出力を AAC に切り換えてください。 －

Ｈ
Ｄ
Ｍ
Ｉ

U70-1-1 が表示される。 ● HDMI 接続した機器が、本システムの著作権保護に対応していません。 －

U70-1-2 が表示される。
● HDMI 接続で、本システムが対応していない映像フォーマットを受信しまし
た。接続した機器の設定を確認してください。

－

U70-3 が表示される。

● HDMI 接続で異常があります。以下の処置をしてください。
それでも直らないときは、販売店にご相談ください。
－接続した機器の電源を「切 /入」してください。
 － HDMI ケーブルを抜き差ししてください。
－本システム出力側の接続台数が2台を超えないようにしてください。

－
－
－

HDMI 接続で、始めの数秒間
の音声が再生されない。

DVD をチャプターから再生した場合に、起こることがあります。以下の処置をしてください。
①  BDレコーダー、DVDレコーダー、DVDプレーヤーなどのデジタル音声出
力の設定をビットストリーム設定から PCM 設定にしてください。

②「入力信号の判別方法を切り換える」で“PCM ”に設定してください。

－

30

正常に動作しない。
● HDMI の入力端子と出力端子を間違えて接続すると、正常に動作しません。接続
し直すときは、一度電源を切り、電源プラグを抜いてから接続してください。

12

ビエラリンクが働かなくなっ
た。

● HDMI ケーブルで接続したすべての機器の電源を入れた状態で、テレビ （ビエ
ラ）の電源を入れ直してください。

● テレビ（ビエラ）の「ビエラリンク制御（HDMI 機器制御）」の設定を「しな
い」に変更し、再度「する」に設定してください。（詳しくはテレビ （ビエラ）
の取扱説明書をご覧ください。）

● テレビ（ビエラ）と HDMI ケーブルで接続して、テレビ（ビエラ）の電源を入れ、
そのまま本システムの電源プラグを一度抜いてから接続し直してください。

－

－

－

故障かな！？
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■ アンプ部
実用最大出力
フロント（L／R）  50 W ＋ 50 W（4 Ω、JEITA）
センター                          50 W（4 Ω、JEITA）
サブウーハー   120 W（100 Hz、6 Ω、JEITA）
負荷インピーダンス
フロント（L／R）                                       4 Ω
センター                                                 4 Ω
サブウーハー                                           6 Ω
入力感度 /入力インピーダンス
BD/DVD、テレビ、外部入力1、外部入力2
                                           450 mV/47 kΩ
信号対雑音比（S／N 比） 
BD/DVD、テレビ、外部入力1、外部入力2（デジタル入力）  80 dB

デジタル入力                        （光）            2
                                          （同軸）         1
HDMI                                  （入力）         1
                                          （出力）         1

本システムは、ビエラリンクVer.2 に対応しています。

「JIS C 61000-3-2 適合品」
： JIS C 61000-3-2 適合品とは、日本工
業規格「電磁両立性－第3-2部：限度値
－高調波電流発生限度値（1相当たりの
入力電流が20 A 以下の機器）」に基づき、
商用電力系統の高調波環境目標レベルに
適合して設計・製造した製品です。

■ ラックシステム部 
寸法（幅×高さ×奥行き）
                 1620 mm × 406 mm × 458 mm
質量                                                   約 65 kg
耐荷重量                                              120 kg

■ スピーカーシステム部
フロントスピーカー部
　2ウェイ2スピーカーシステム（バスレフ型）
                               8 cm コーン型ウーハー×1 
                            6 cm コーン型ツィーター×1
センタースピーカー部
　2ウェイ3スピーカーシステム（密閉型）
                               8 cm コーン型ウーハー×2 
                            6 cm コーン型ツィーター×1
サブウーハー部
　1ウェイ2スピーカーシステム（バスレフ型）    
                             13 cm コーン型ウーハー×2

■ 総合
電源                              AC 100 V、50/60 Hz
消費電力（本体）                                    110 W

電源スタンバイ時の消費電力 約 0.6 W
省待機電力モード時の消費電力 約 0.2 W

注）
この仕様は、性能向上のため変更することがあります。

お手入れ
柔らかい布でふいてください。
ひどい汚れは、薄めた台所用洗剤（中性）を含ませた布でふき、後はからぶきしてください。
● アルコールやシンナーは使わないでください。
● 化学ぞうきんをご使用の際は、その注意書に従ってください。
● 粘着性のテープやシールを貼らないでください。

楽しい音楽も時と場所に
よっては気になるもので
す。 特に静かな夜間には
窓を閉めたり、ヘッドホ
ンをご使用になるのも一
つの方法です。

音のエチケット

音のエチケット
シンボルマーク

ヨーロッパ連合以外の国の廃棄処分に関する情報

このシンボルマークはEU域内でのみ有
効です。
製品を廃棄する場合には、最寄りの市町
村窓口、または販売店で、正しい廃棄方
法をお問い合わせください。

̶このマークがある場合は̶

お知らせ
● HDMI 接続をしている場合は、以下の信号を再生することが可能です。( 12、24 ページ ) 
 - サンプリング周波数が96 kHz を超えるPCM信号
 - サンプリング周波数が48 kHz を超えるマルチチャンネル LPCM信号
　※接続している再生機器により、再生される状態が異なります。（対応していない場合、再生できないこともあります。）
 　詳しくは、再生機器の取扱説明書をご覧ください。
● 各信号について詳しくは「用語解説」( 34 ページ ) をご覧ください。

故
障
か
な　

／
本
シ
ス
テ
ム
で
再
生
で
き
る
デ
ジ
タ
ル
信
号
／

仕
様
／
お
手
入
れ

ご
参
考

！？

仕様

AAC ドルビーデジタル DTS PCM（2チャンネル）マルチチャンネルLPCM（リニアPCM)

BSデジタル放送など DVDなど DVDなど CDやDVDオーディオ
など

（サンプリング周波数が
96 kHz までの信号）

ブルーレイディスクや
DVDオーディオなど

（サンプリング周波数が
48 kHz までの信号）

本システムで再生できるデジタル信号
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アナログ
一般的な再生機器に装備されている左（L）/右（R）音声出力
端子からの音声を、アナログ音声と呼びます。

サラウンド信号
フロント、センター、サラウンドスピーカーで構成された音声
信号です。本システムでは、サラウンド信号は自動的にドルビー
バーチャルスピーカーで再生します。

サンプリング周波数
サンプリングとは、音の波（アナログ信号）を一定時間の間隔で
刻み、刻まれた波の高さを数値化（デジタル信号化）することです。
１秒間に刻む回数をサンプリング周波数といい、回数が多ければ
多いほど原音に近い音を再現でき、高音質になります。

スタンバイスルー機能
本システムとテレビ、レコーダーをHDMI ケーブルで接続すると、
本システムの電源を切っても、レコーダーからの映像 /音声信号
が本システムを通過して、テレビへ伝送される機能です。
深夜の視聴など、テレビのスピーカーだけで楽しみたいときに便
利です。

ダイナミックレンジ
機器が出すノイズにうもれてしまわない最小音と、音割れし
ない最大音との音量差のことです。

デコーダー、デコード
DVD などに符号化して記録した音声データを通常の音声信号
に戻す装置をデコーダーといいます。また、この処理をデコー
ドといいます。

デジタル
デジタル端子は一般的に、BDレコーダー、DVDレコーダー、
DVD プレーヤー、CD プレーヤーなどに装備されています。
ドルビーデジタルや DTS などのデジタル音声を聴くときは、
デジタル端子と接続しておく必要があります。

光（OPTICAL）デジタル
DVD や CD などのデジタル信号を入出力するための信号で
光デジタルケーブルを使用して接続します。アナログより
も再生や録音がさらに高品位になります。接続する機器に光
（OPTICAL）端子がある場合に使用できます。

AAC 信号
ＢＳデジタル放送や地上波デジタル放送に採用されている圧
縮音声です。 サラウンド音声を再生できます。

CPPM
C
コ ン テ ン ト
ontent P

プ ロ テ ク シ ョ ン
rotection f

フォー
or P

プリレコーディッド
rerecorded M

メ デ ィ ア
edia の略。

DVD オーディオのファイルコピーを防止する著作権保護技術
です。

D
ド ル ビ ー

olby D
デ ジ タ ル

igital（DVD など）
ドルビー研究所によって開発されたデジタルサラウンドシステ
ムです。

D
ド ル ビ ー

olby P
プ ロ

ro L
ロ ジ ッ ク

ogic Ⅱ
ドルビーサラウンドだけでなく、2チャンネル で記録された
あらゆるソースを、よりリアルな音場で5.1 チャンネル 音声
に変換します。従来の 2チャンネル 音声（モノラル音声は除く）
だけで記録された古い映画も、5.1 チャンネル の迫力ある音
声で楽しめます。本システムでは、ビデオや CD などのステ
レオソースにサラウンド効果をつけるときに使用されます。

D
ド ル ビ ー

olby V
バ ー チ ャ ル

irtual S
ス ピ ー カ ー

peaker
フロントスピーカー、センタースピーカー、サブウーハーだけ
で、サラウンドの効果を得られるシステムです。単なる仮想サ
ラウンドと異なり、5.1 チャンネルにおける理想のスピーカー
配置と人の聴覚との関係を表現します。

DTS（DVD など）
DTS 社が開発したデジタルサラウンドシステムです。

HDMI
HDMI は H

ハ イ
igh-D

デフィニション
efinition M

マ ル チ メ デ ィ ア
ultimedia I

インターフェイス
nterface の略です。

１本のケーブルで映像と音声のデジタル信号が伝送できます。
また、コントロール信号も伝送できます。

 L
エルピーシーエム

PCM（リニアP
ピーシーエム

CM）
PCM方式の一種で、圧縮せずにデジタルに置き換えられた
音声信号です。音楽CDなどで使われている方式です。また、
BDディスクやDVDオーディオなどでは、マルチチャンネル
の LPCMが使われており、より高音質な再生が可能です。
本システムでは、7.1 チャンネルまでの LPCMを入力するこ
とができます。さらに、別売のSH-FX 60を接続すれば、7.1
チャンネルをより広がりのある音場効果で楽しめます。

 P
ピーシーエム

CM（P
パ ル ス

ulse C
コ ー ド

ode M
モ ジ ュ レ ー シ ョ ン

odulation）
アナログ音声をデジタル音声に変換する方式の１つです。

1125p (1080p)
デジタルハイビジョン映像の1つで、1/60秒ごとに1125本
の走査線を同時に流すプログレッシブ (順次走査 )方式です。

5.1 チャンネル サラウンド
「モノラル」は1つのスピーカーで、「ステレオ」は2つのス
ピーカーで音声を再生しますが、5.1 チャンネルサラウンドで
は5つのスピーカーと1つのサブウーハ－が使われます。視
聴位置前方に設置するセンタースピーカー1つ、フロントス
ピーカー2つ、横または後方に設置するサラウンドスピーカー
2つで5チャンネル、サブウーハーは他のスピーカーよりも
再生できる音域が狭いため0.1 とし、すべてを使って再生す
ることを5.1 チャンネルサラウンド再生と言います。本シス
テムでは、ドルビーバーチャルスピーカーで、5.1 チャンネル 
で聞いているような音響効果を楽しむことができます。

用語解説
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お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただくことを、次
のように説明しています。

この表示の欄は、｢死亡または重
傷などを負う可能性が想定される」
内容です。警告
この表示の欄は、｢傷害を負う可能
性または物的損害のみが発生する
可能性が想定される」内容です。注意

■ お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、
説明しています。（下記は、絵表示の一例です。）

このような絵表示は、してはいけない「禁止」
内容です。

このような絵表示は、必ず実行していただく
「強制」内容です。

■ 表示内容を無視して誤った使い方をしたときに
生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分し、
説明しています。

コンセントや配線器具の定格を超える使い
方や、交流 100 V 以外での使用はしない

たこ足配線等で、定格を超えると、発熱による火
災の原因になります。

電源プラグは根元まで確実に差し込む
差し込みが不完全ですと、感電や
発熱による火災の原因になりま
す。
●傷んだプラグ・ゆるんだコンセン
トは使用しないでください。

ぬれた手で、電源プラグの抜き差しはしない
感電の原因になります。

ぬれ手禁止

プラグにほこり等がたまると、
湿気等で絶縁不良となり、火災
の原因になります。
●電源プラグを抜き、乾いた布
でふいてください。

電源プラグのほこり等は定期的にとる
傷つけたり、加工したり、熱器具に近づけたり、
無理に曲げたり、ねじったり、引っ張ったり、重
い物を載せたり、束ねたりしない。

電源コード・プラグを破損するようなことはしない

傷んだまま使用すると、感電・ショート・
火災の原因になります。
●抜くときは、プラグを持ち、まっすぐ抜
いてください。

●コードやプラグの修理は、販売店にご相
談ください。

⎡
⎢⎢⎢⎢⎣

⎤
⎥⎥⎥⎥⎦

感電の原因になります。

雷が鳴ったら、機器や電源プラグに触れない

接触禁止
そのまま使用すると、火災や感電の原因になります。
●販売店にご相談ください。

異常があったときは電源プラグを抜く

電源プラグ
を抜く

●  機器内部に金属や水などの液体、異物
が入ったとき

●  煙や異臭、異音が出たり、落下、破損
したとき

機器内部に金属物を入れたり、水などの液
体をかけたり濡らしたりしない

ショートや発熱により火災や感電の原因
になります。
●機器の上に水などの液体の入った容器
や金属物を置かないでください。

●特にお子様にはご注意ください。

内部には電圧の高い部分があり、感電の
原因になります。
●内部の点検や修理は、販売店へご依
頼ください。

分解、改造をしない

分解禁止

本システムのイラスト（姿図）は、イメージイラストであり、ご購入のものとは形状が多少異なる場合がありますが御了承ください。

警告

この絵表示は、気をつけていただきたい「注意
喚起」内容です。

ご
参
考
用
語
解
説
／
安
全
上
の
ご
注
意
（
必
ず
お
守
り
く
だ
さ
い
）

安全上のご注意（必ずお守りください） 安
全
上
の

ご
注
意　
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接続した状態で移動させ
ようとすると、コードが
傷つき火災や感電の原因
になることがあります。

コードを接続した状態で移動
しない

また、引っかかったりして、けが
の原因になることがあります。

通電状態で放置、保管
すると、絶縁劣化、ろ
う電などにより、火災
の原因になることがあ
ります。

長期間使わないときや、お手
入れのときは、電源プラグを
抜く

内部に熱がこもると、機器のケースが
変形したり、火災の原因になります。
● 後面の排気孔をふさがないでく
ださい。

放熱を妨げない

機器表面や部品が劣化するほか、
火災の原因になることがあります。
● 直射日光の当たるところ、ストー
ブの近くでは特にご注意ください。

異常に温度が高くなるところ
に置かない

電気が油や水分、ほこりを
伝わり、火災や感電の原因
になることがあります。

油煙や湯気の当たるところや
湿気やほこりの多いところに
置かない

使い切った電池は、すぐに
リモコンから取り出す

そのまま機器の中に放置
すると、電池の液もれや、
発熱、破裂の原因になり
ます。

電池の液がもれたときは、素手で液をさわらず、以下の処置を
する

● 液が目に入ったときは、失明の恐れがあります。目をこすらず
に、すぐにきれいな水で洗ったあと、医師にご相談ください。

● 液が身体や衣服に付いたときは、皮膚の炎症やけがの原因になる
ので、きれいな水で十分に洗い流したあと、医師にご相談ください。

電池は誤った使い方をしない
● 乾電池は充電しない
● 加熱・分解したり、水などの液体や火の中へ入
れたりしない

● (と)を針金などで接続しない
● 金属製のネックレスやヘアピンなどといっしょ
に保管しない　

● (と)を逆に入れない
● 新・旧電池や違う種類の電池をいっしょに使わ
ない

● 被覆のはがれた電池は使わない
● 乾電池の代用として充電式電池を使わない

● 取り扱いを誤ると、液もれ・発熱・発火・破裂などを起こし、火災や周囲汚損の原因になります。
● 電池には安全のために被覆をかぶせています。これをはがすとショートの原因になりますので、絶対にはがさな
いでください。

落ちたりして、けがの原因になる
ことがあります。

ラックの上に乗ったり、座っ
たりしない

● 特にお子様にはご注意ください。

電源プラグ
を抜く

警告

注意

長期間使わないときは、
リモコンから電池を取り出す

電池の液もれ・発熱・発火・破裂
などを起こし、火災や周囲汚損の
原因になることがあります。

本システムのイラスト（姿図）は、イメージイラストであり、ご購入のものとは形状が多少異なる場合がありますが御了承ください。

設置や移動は２人以上で行う

１人で無理に行うと、腰を痛め
たり、けがの原因となることが
あります。

安全上のご注意（つづき）
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注意
万一、ラックやガラスに変形・ひび割れ・割
れが起こった場合は、使用しない

そのまま使用すると倒れたり、破損してけがの原因と
なることがあります。すぐに販売店へご連絡ください。

ガラス扉を傷つけたり、衝撃を与えない

ガラスは強化ガラスです。使い方を誤ると割れる恐れ
があり、けがの原因となることがあります。
● 鋭利なものや、とがったものなどで傷をつけないで
ください。

● 強化処理をしたガラスは、傷が入った状態で長期間
ご使用になりますと、傷が進行し自然に破損するこ
とがあります。

● 傷が入った場合は、販売店に相談して、新しいガラ
スと取り替えてください。

ラックの下に電源コードをはさみ込まない

電源コードの被膜が破れ、感電、火災の原因となるこ
とがあります。

テレビがラックよりはみ出したり、片寄った
載せかたをしない

倒れたり、破損してけがの原因となることがあります。

天板・棚板・底板には指定した質量以上の機
器を載せない

● ラックに載せられる質量を超えて長期間使
用されますと破損してけがの原因となるこ
とがあります。

● 天板は 120 kg、棚板は各12 kg、底板
は20 kg を超える機器を載せないでくだ
さい。

● 天板には、テレビ以外の物を置かないでく
ださい。

テレビは転倒防止の処置をする

地震やお子様がよじ登ったりすると、転倒しけがの原
因となることがあります。安全のため、必ず転倒・落
下防止処置をしてください。

扉の開閉時には、指をはさまないように注意
する

扉の開閉はゆっくりとしてください。

水平で安定した所に据え付ける

倒れたり、破損してけがの原因となることがあります。

指に注意

ご
参
考
安
全
上
の
ご
注
意
（
つ
づ
き
）

安
全
上
の

ご
注
意　
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修理・お取り扱い・お手入れ
などのご相談は…

まず、お買い上げの販売店へ
お申し付けください

転居や贈答品などでお困りの場合は・・・
● 修理は、サービス会社・販売会社の「修理ご相談窓口」へ！
● 使いかた・お買い物などのお問い合わせは ､「お客様
ご相談センター」へ！

■ 保証書 （別添付）
お買い上げ日・販売店名などの記入を必ず確かめ、お買
い上げの販売店からお受け取りください。よくお読みの
あと、保管してください。

保証期間：お買い上げ日から本体 1 年間

■ 補修用性能部品の保有期間
当社は、このホームシアターオーディオシステムの補修
用性能部品を、製造打ち切り後 8 年保有しています。
注） 補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するた
めに必要な部品です。

● 修理料金の仕組み
修理料金は、技術料・部品代・出張料などで構成されて
います。
技術料は、診断・故障個所の修理および部品交換・調整・

修理完了時の点検などの作業にかかる費用
です。

部品代は、修理に使用した部品および補助材料代です。
出張料は、製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費

用です。

ご連絡いただきたい内容

お買い上げ日 年　　　月　　　日製品名

品　番 故障の状況SC-HTR500

ホームシアターオーディオシステム

できるだけ具体的に

ご相談窓口における個人情報のお取り扱い
松下電器産業株式会社およびその関係会社は、お客様の個
人情報やご相談内容を、ご相談への対応や修理、その確認
などのために利用し、その記録を残すことがあります。また、
折り返し電話させていただくときのため、ナンバー・ディ
スプレイを採用しています。お問い合わせは、ご相談され
た窓口にご連絡ください。なお、個人情報を適切に管理し、
修理業務等を委託する場合や正当な理由がある場合を除き、
第三者に提供しません。

「よくあるご質問」「メールでのお問い合わせ」などはホームページをご活用ください。
http://panasonic.jp/support/

修理を依頼されるとき
32ページの表に従ってご確認のあと、直らないときは、
まず電源プラグを抜いて、お買い上げの販売店へご連絡
ください。

● 保証期間中は
保証書の規定に従って、出張修理をさせていただきます。
● 保証期間を過ぎているときは
修理すれば使用できる製品については、ご要望により修
理させていただきます。右記修理料金の仕組みをご参照
のうえ、ご相談ください。

保証とアフターサービス（よくお読みください）
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SC-HTR500

RQTV0253-2S
H0607RT2087

松下電器産業株式会社　ネットワーク事業グループ
〒 571-8504 大阪府門真市松生町 1 番 15 号
© 2007 Matsushita Electric Industrial Co., Ltd. All Rights Reserved.

こんな症状は

ありませんか

愛情点検 長年ご使用のホームシアターオーディオシステムの点検を !

このような症状の時は使用を
中止し、故障や事故の防止の
ために、必ず販売店に点検を
ご相談ください。

● 煙が出たり、異常なにおいや音がする
● 音が出ないことがある
● 正常に動作しないことがある
● 商品に破損した部分がある
● その他の異常や故障がある

　　　　　　　　 電話（　　　）　　－　　　　　　　
お　客　様
ご相談窓口

便利メモ （おぼえのため、記入されると便利です）

　　　　　　　　 電話（　　　）　　－　　　　　　　販　売　店　名

年　　月　　日お買い上げ日

品　　　　番

た行 ページ
g デジタル信号 .........................................................................21
g デジタル端子（同軸）.............................................................17
g デジタル端子（光）..........................12、13、15、16、24
g テスト信号 .............................................................................19
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g AAC.................................................................... 22、33、34
g BS デジタルチューナー.......................................................15
g CATVセットトップボックス..............................................15
g CDプレーヤー ......................................................................17
g CS チューナー.......................................................................15
g DTS...........................................................22、30、33、34
g DVDレコーダー......................................................... 12、14
g HDAVI Control....................................................................24
g HDMI
接続 ............................................................................ 12、24
設定 .................................................................. 24、25、28

g HDMI ケーブル ........................................................... 12、24
g PCM ................................................................... 30、33、34
g SFC .............................................................................. 22、23

あ行 ページ
g アッテネーター......................................................................29
g 音場効果....................................................................... 22、23
g 音量バランス ..................................................... 19、26、27

か行 ページ
g ゲーム................................................................. 22、23、26

さ行 ページ
g サブウーハーレベル.................................................... 19、26
g サラウンド効果............................................................ 22、23
g サラウンドスピーカー................................................ 18、23
g 消音.........................................................................................26
g スタンバイスルー機能................................................ 12、34
g ステレオピンコード.................................................. 13 ～ 16
g スピーカー ................................................................................5
g スピーカー端子.........................................................................6
g スピーカーの音量調整................................................ 19、26
g センターレベル............................................................ 19、26
 

さくいん


	SC-HTR500001.pdf
	取扱説明書
	P2.ホームシアター完成までの流れ
	P3.もくじ
	P4.付属品/別売品のご紹介
	P5.各部のはたらき
	P6.各部のはたらき（つづき）
	P7.リモコンの準備
	P8.ラックの設置と取り付け
	P9.つづき
	P10.ラックの設置と取り付け（つづき）
	P11.つづき
	P12.接続する
	P13.つづき
	P14.接続する（つづき）
	P15.その他の接続
	P16.その他の接続（つづき）
	P17.電源コードの接続
	P18.ワイヤレスのサラウンドスピーカーを接続する
	P19.スピーカーの音を確認・調整する
	P20.映画や音楽を楽しむ
	P21.つづき
	P22.いろいろな音場効果を楽しむ
	P23.つづき
	P24.ビエラリンクを使う
	P25.つづき
	P26.便利な機能・設定
	P27.つづき
	P28.便利な機能・設定（つづき）
	P29.つづき
	P30.便利な機能・設定（つづき）
	P31.Q&A（よくあるご質問）/こんな表示が出たら
	P32.故障かな！？
	P33.本システムで再生できるデジタル信号/仕様/お手入れ
	P34.用語解説
	P35.安全上のご注意（必ずお守りください）
	P36.安全上のご注意（つづき）
	P37.つづき
	P38.保証とアフターサービス（よくお読みください）
	P39.修理ご相談窓口
	さくいん



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




